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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回         次
第38期

第２四半期連結
累計期間

第39期
第２四半期連結
累計期間

第38期

会  計  期  間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 8,293,460 6,723,996 17,371,947

経常損失（千円） 1,056,530 1,412,166 1,204,294

四半期（当期）純損失（千円） 849,657 1,199,914 1,442,021

四半期包括利益又は包括利益（千円） △1,004,999 △950,515 △2,349,470

純資産額（千円） 8,695,964 6,811,829 7,865,376

総資産額（千円） 41,966,788 38,483,858 38,647,965

１株当たり四半期（当期）純損失金額（円） 25.79 34.93 43.25

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 20.6 17.6 20.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△240,797 △810,839 306,770

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△455,583 △707,733 △849,518

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,931,671 336,040 △342,951

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高（千円）
11,266,687 7,782,403 9,070,133

　

回         次
第38期

第２四半期連結
会計期間

第39期
第２四半期連結
会計期間

会  計  期  間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

１株当たり四半期純損失金額（円） 13.17 21.18

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失が計上

されており、かつ潜在株式がないため記載しておりません。

　４．第38期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。　

（１）業績の状況

　医薬品業界におきましては、大手製薬企業（メガファーマ）の合併によるパイプラインの絞込み、基幹製剤の特許期

限切れに関する2010年問題への対応のため臨床開発段階のパイプラインへの経営資源の集中投入、それに伴う前臨床

スケジュールの再調整等の影響がでております。また、東日本大震災及び福島原発事故に端を発した電力供給不安の

中、24時間温湿度管理を求められるGLP試験の実施環境は余震の影響も含め受託研究機関のみならず顧客である製薬

業界の試験実施計画にも影響を与えております。

  当社グループにおきましては、前臨床施設の自家発電能力の強化等リスク対策に取り組み、営業活動を強化してお

ります。また、米国市場におきましては再成長に向け、ブランドの再構築に徹底して取り組むと共にトランスレーショ

ナル リサーチ事業における研究開発とライセンスアウト活動を活発化させております。

  こうした状況の中、当第２四半期連結累計期間における売上高は6,723百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ

て1,569百万円(18.9％)の減少となりました。営業損失は1,091百万円（前第２四半期連結累計期間：営業損失689百

万円）、経常損失は1,412百万円（前第２四半期連結累計期間：経常損失1,056百万円）、四半期純損失は1,199百万円

（前第２四半期連結累計期間：四半期純損失849百万円）となりました。

　

　　セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

　①　前臨床事業

　当事業部門におきましては、東日本大震災及び福島原発事故に端を発した電力供給不安の中、24時間温湿度管理を求

められるGLP試験の実施環境は余震の影響も含め受託研究機関のみならず顧客である製薬業界の今後の試験実施計画

に影響を与えておりました。そうした中で、自家発電能力の強化に取り組むと共に、報告書提出リードタイムの短縮に

取り組むなど、クライアントからの時間コストの合理化要求に応えられる体制を実現強化してまいりました。

　そうした中で、売上高は4,089百万円と前第２四半期連結累計期間に比べて2,112百万円(34.1％)の減少となりまし

た。営業損失は1,210百万円（前第２四半期連結累計期間：営業損失533百万円）となりました。

　②　臨床事業

　当事業部門におきましては、国内ではＣＲＯ事業、ＳＭＯ事業共に高稼働状況が続いており、人材の獲得とスタッフ

の育成を強化しております。

　そうした中で、売上高は2,671百万円と前第２四半期連結累計期間に比べて573百万円(27.4％)の増加となりました。

営業利益は519百万円と前第２四半期連結累計期間に比べて417百万円(411.2％)の増加となりました。

　③　トランスレーショナル　リサーチ事業

　当事業部門におきましては、創薬型の医薬品開発支援事業へのパラダイムシフトを進めるべく、製薬会社へのライセ

ンス技術導出に向けた取り組みを強化しております。加えて、大手を含む国内外の製薬企業が保有する化合物と当社

経鼻投与技術（ＮＤＳ；Nasal Delivery System）を組み合わせた新規製剤の共同開発を積極的に実施しており、ラ

イセンス供与を進めると共に、承認申請までに必要な前臨床試験や臨床試験を受託する新しいビジネスモデル構築に

努めております。

　そうした中で、売上高は11百万円と前第２四半期連結累計期間に比べて９百万円(357.1％)の増加となりました。営

業損失は452百万円（前第２四半期連結累計期間：営業損失322百万円）となりました。

　

（２）資産、負債、純資産の状況

  当第２四半期連結累計期間における前連結会計年度末からの財政状態の変動は、以下のとおりとなりました。

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ164百万円(0.4％)減少し、38,483百万円となりま

した。流動資産につきましては、たな卸資産は増加しましたが、現金及び預金、並びに有価証券が減少したことなどに

より、前連結会計年度末に比べ438百万円(2.2％)減少して19,122百万円となりました。固定資産につきましては、繰延

税金資産が増加したことなどにより、274百万円（1.4％）増加して19,361百万円となりました。

　負債は、前連結会計年度末に比べ889百万円(2.9％)増加し、31,672百万円となりました。流動負債につきましては、買

掛金及び前受金は増加しましたが、短期借入金及びその他流動負債が減少したことなどにより前連結会計年度末に比

べ223百万円(1.5％)減少して14,527百万円となりました。固定負債につきましては、長期借入金及びその他固定負債
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が増加したことなどにより前連結会計年度末に比べ1,113百万円(6.9％)増加して17,144百万円となりました。

　純資産は、為替換算調整勘定は増加しましたが、四半期純損失を計上した結果、前連結会計年度末に比べ1,053百万円

(13.4％)減少し、6,811百万円となりました。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は前連結会計年度末に比べて

1,287百万円(14.2％)減少して、7,782百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、810百万円と、前第２四半期連結累計期間に比べて570百万円(236.7％)の使用増

加となりました。

　主な内訳は、税金等調整前四半期純損失1,415百万円、減価償却費785百万円、たな卸資産の増加額981百万円及び前

受金の増加額527百万円であります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、707百万円と、前第２四半期連結累計期間に比べて252百万円(55.3％)の使用増加

となりました。

　主な内訳は、有形固定資産の取得による支出573百万円、投資有価証券の取得による支出183百万円であります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金は、336百万円と、前第２四半期連結累計期間に比べて1,595百万円(82.6％)の獲得の

減少となりました。

　主な内訳は、長期借入による収入3,110百万円、長期借入金の返済による支出2,660百万円及び配当金の支払による

支出103百万円であります。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

（５）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、495,493千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 137,376,000

計 137,376,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 34,344,000 34,344,000
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数100株

計 34,344,000 34,344,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。  

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
― 34,344,000 ― 5,391,050 ― 6,073,450

　

（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社永田コーポレーション 鹿児島県鹿児島市唐湊４丁目21-１ 7,936     23.11

有限会社新日本産業 鹿児島県鹿児島市唐湊４丁目21-１ 5,212     15.18

永田　良一 鹿児島県鹿児島市 2,160     6.29

永田　貴久 鹿児島県鹿児島市 2,160   6.29

株式会社鹿児島銀行 鹿児島県鹿児島市金生町６－６ 1,654     4.82

永田　郁江 鹿児島県鹿児島市 1,024     2.98

永田　妙子 鹿児島県鹿児島市 1,024     2.98

永田　一郎 鹿児島県鹿児島市 1,024     2.98

永田　理恵　 鹿児島県鹿児島市 1,024     2.98

新日本科学従業員持株会 鹿児島県鹿児島市宮之浦町2438番地 810     2.36

計 － 24.029     69.97
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

    100
－ 　－

完全議決権株式（その他）
　普通株式

    34,342,200
    343,422 　－

単元未満株式
　普通株式

    1,700
－ 　－

発行済株式総数     34,344,000 － －

総株主の議決権 －     343,422 －

　

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社新日本科学
鹿児島県鹿児島市

宮之浦町2438番地
    100 －     100     0.00

計 －     100 －     100     0.00

　（注）当第２四半期会計期間末日現在の保有自己株式数は199株であります。
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,087,085 7,811,569

受取手形及び売掛金 2,094,862 2,132,095

有価証券 1,042,205 －

たな卸資産 ※
 7,481,520

※
 8,413,095

その他 902,041 799,687

貸倒引当金 △47,326 △34,410

流動資産合計 19,560,389 19,122,037

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,199,719 12,128,210

その他（純額） 5,242,645 5,134,808

有形固定資産合計 17,442,364 17,263,018

無形固定資産 157,466 131,734

投資その他の資産

投資その他の資産 1,623,685 2,092,993

貸倒引当金 △135,941 △125,926

投資その他の資産合計 1,487,744 1,967,067

固定資産合計 19,087,576 19,361,820

資産合計 38,647,965 38,483,858
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 122,305 173,320

短期借入金 5,929,931 5,587,233

未払法人税等 57,532 55,329

前受金 6,886,300 7,369,432

事業整理損失引当金 34,517 30,303

その他 1,720,696 1,311,817

流動負債合計 14,751,284 14,527,437

固定負債

社債 50,000 50,000

長期借入金 15,834,750 16,625,645

その他 146,554 468,946

固定負債合計 16,031,304 17,144,591

負債合計 30,782,589 31,672,029

純資産の部

株主資本

資本金 5,391,050 5,391,050

資本剰余金 6,073,450 6,073,450

利益剰余金 △886,620 △2,189,565

自己株式 △122 △122

株主資本合計 10,577,757 9,274,811

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △5,177 16,303

為替換算調整勘定 △2,766,097 △2,528,036

その他の包括利益累計額合計 △2,771,275 △2,511,732

少数株主持分 58,893 48,750

純資産合計 7,865,376 6,811,829

負債純資産合計 38,647,965 38,483,858
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 8,293,460 6,723,996

売上原価 5,924,822 4,703,624

売上総利益 2,368,637 2,020,371

販売費及び一般管理費 ※
 3,057,968

※
 3,112,036

営業損失（△） △689,330 △1,091,664

営業外収益

受取利息 4,838 4,623

受取配当金 3,876 6,265

持分法による投資利益 － 571

受取保険金 52,722 －

施設利用料収入 113,243 124,575

その他 52,271 69,574

営業外収益合計 226,953 205,611

営業外費用

支払利息 171,290 153,181

持分法による投資損失 418 －

為替差損 422,321 372,682

その他 122 248

営業外費用合計 594,152 526,113

経常損失（△） △1,056,530 △1,412,166

特別利益

貸倒引当金戻入額 16,577 －

固定資産売却益 34 2,394

特別利益合計 16,611 2,394

特別損失

固定資産売却損 － 32

固定資産除却損 7,798 5,759

投資有価証券評価損 628 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 14,275 －

特別損失合計 22,702 5,792

税金等調整前四半期純損失（△） △1,062,621 △1,415,565

法人税、住民税及び事業税 34,676 35,032

法人税等調整額 △235,177 △239,790

法人税等合計 △200,501 △204,757

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △862,119 △1,210,807

少数株主損失（△） △12,461 △10,893

四半期純損失（△） △849,657 △1,199,914
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △862,119 △1,210,807

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △9,058 21,481

為替換算調整勘定 △133,912 238,860

持分法適用会社に対する持分相当額 91 △50

その他の包括利益合計 △142,879 260,291

四半期包括利益 △1,004,999 △950,515

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △990,728 △940,372

少数株主に係る四半期包括利益 △14,270 △10,143
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,062,621 △1,415,565

減価償却費 870,154 785,888

のれん償却額 932 932

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17,890 △22,529

受取利息及び受取配当金 △8,715 △10,889

支払利息 171,290 153,181

為替差損益（△は益） 383,367 344,058

持分法による投資損益（△は益） 418 △571

有形固定資産売却損益（△は益） △34 △2,361

固定資産除却損 7,798 5,759

投資有価証券評価損益（△は益） 628 －

受取保険金 △52,722 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 14,275 －

売上債権の増減額（△は増加） 468,424 △45,479

たな卸資産の増減額（△は増加） △355,366 △981,512

前受金の増減額（△は減少） △116,991 527,421

仕入債務の増減額（△は減少） △79,568 51,705

未払金の増減額（△は減少） △20,781 △129,961

未払費用の増減額（△は減少） △232,482 △186,942

その他 90,287 274,540

小計 60,403 △652,325

利息及び配当金の受取額 8,865 10,981

利息の支払額 △169,504 △153,311

法人税等の支払額 △140,561 △16,183

営業活動によるキャッシュ・フロー △240,797 △810,839

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △16,154 △46,162

定期預金の払戻による収入 117,129 76,154

有形固定資産の取得による支出 △479,627 △573,266

無形固定資産の取得による支出 △29,973 △17,652

有形固定資産の売却による収入 619 3,449

投資有価証券の取得による支出 △101,704 △183,511

貸付けによる支出 △15,238 △3,584

貸付金の回収による収入 2,384 34,221

保険積立金の解約による収入 71,621 －

その他 △4,639 2,616

投資活動によるキャッシュ・フロー △455,583 △707,733

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000 －

長期借入れによる収入 3,800,000 3,110,000

長期借入金の返済による支出 △1,870,046 △2,660,715

自己株式の取得による支出 △16 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △9,807

配当金の支払額 △98,264 △103,435

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,931,671 336,040
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 △192,188 △105,197

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,043,102 △1,287,729

現金及び現金同等物の期首残高 10,223,585 9,070,133

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 11,266,687

※
 7,782,403
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

     該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

     該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

     該当事項はありません。

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

※    たな卸資産

　商品及び製品 1,483,185千円　

　仕掛品 5,831,968千円　

　原材料及び貯蔵品 166,366千円　

　合計 7,481,520千円　

※    たな卸資産

　商品及び製品 1,463,156千円　

　仕掛品 6,771,115千円　

　原材料及び貯蔵品 178,824千円　

　合計 8,413,095千円　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※  　販売費及び一般管理費の主なものは、次のとおりであ

ります。

給与・手当 929,825 千円　

※  　販売費及び一般管理費の主なものは、次のとおりであ

ります。

給与・手当 896,314 千円　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※  　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 9,991,455 千円

　有価証券勘定 1,297,386 千円

　預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△22,154 千円

　現金及び現金同等物 11,266,687 千円

※  　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 7,811,569 千円

　有価証券勘定 － 千円

　預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△29,165 千円

　現金及び現金同等物 7,782,403 千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

（１）配当金の支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月27日

定時取締役会
普通株式 98,831 3.0平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

（１）配当金の支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月31日

定時取締役会
普通株式 103,031 3.0平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：千円）

　

報告セグメント

その他
（注）１　

合計　
調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３　

前臨床
事業　

臨床
事業　

トランス

レーショナル

リサーチ事業

　

計　

売上高     　                             

外部顧客への
売上高 6,164,5592,097,2092,6158,264,38429,0758,293,460－ 8,293,460

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

37,810 － － 37,81084,731122,541△122,541 －

計 6,202,3692,097,2092,6158,302,194113,8078,416,001△122,5418,293,460

セグメント利益
又は損失（△）
　

△533,782101,629△322,115△754,268△5,956△760,22470,893△689,330

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州における情報収集、環境

装置事業及び宿泊施設運営等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額70,893千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整をおこなっております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：千円）

　

報告セグメント

その他
（注）１　

合計　
調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３　

前臨床
事業　

臨床
事業　

トランス

レーショナル

リサーチ事業

　

計　

売上高     　                             

外部顧客への
売上高 4,019,0732,671,14011,9536,702,16721,8296,723,996－ 6,723,996

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

70,352 － － 70,35289,218159,570△159,570 －

計 4,089,4252,671,14011,9536,772,519111,0476,883,567△159,5706,723,996

セグメント利益
又は損失（△）
　

△1,210,745519,522△452,744△1,143,967△10,506△1,154,47462,809△1,091,664

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州における情報収集、環境

装置事業及び宿泊施設運営等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額62,809千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整をおこなっております。 
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 25円79銭 34円93銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純損失金額（千円） 849,657 1,199,914

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 849,657 1,199,914

普通株式の期中平均株式数（千株） 32,943 34,343

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株　　　式が

存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月14日

株式会社新日本科学

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 筆野  力　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂井　知倫    印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 金子　靖　　  印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社新日本科学

の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社新日本科学及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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